
虫
白
比

1．選ばれた昆虫90種の内わけは次のとおりです。

脚 涛
カマキリ
ゴキブリ

2

コオロギ
バッタ

9

チョウ

ガ

34

セミ

カメムシ

8

(コウチュウ）

甲虫

17

ノ、エ

アブ
トンボ

10(種）

ハチ

6

ナナフシ

1 3

本土編にくらべ，シリアゲムシ類，ツノトンボ・カゲロウ類に適当なものがないため，な

じ'みやすいトンボ類，チョウ類をふやしてあります。

2．分布表は島ごとのくわしいものを作ってみました。空白の多いのが気になしﾉますが，これ

らは調査不足で記録がないのか，ほんとにいないのか不明の場合が少なくあしﾉません。調査

をすすめながら各島の“路傍の昆虫”を選定してください。

3．解説全般を通じて“？”が多いのも離島編の特色です。普通種でありながら種名の定まら

ないもの，生態がよく調べられていないものなど，離島の昆虫には面白そうな問題がたくさ

んあります。名前が分かったら，もう一歩ふみ込んで，彼らの生活を観察してみましょう。

4．解説の項目は次のとおりです。

時期成虫がよく見られる期間を示します。

場所地名でなく，生息環境を重視しました。

解説生活史や生態など，探し方のヒント，調べてみたい問題などを記しました。

似た虫分類上の近縁種に限らず，見かけ上の類似種も取りあげました。区別点は最も簡単

なものを1～2点あげるに留めてあります。

大きき：○～○mmは変異の幅を,Ommは平均値を示したものです。いずれ，本県産の標本に

基づく測定値が必要と思います。

色：あまり忠実でなく，一見した感じを略記しました。

5．90種以外の昆虫144種も比較のため取ﾚﾉあげました。

活用ください。

6．用語などの解説
しょくそうしょくじゅ

目録が最後に付けてありますのでご

しよっかく

触角一一
くアンテナ／

食草・食樹（幼虫が食べる草や木）
どちやく

土着（そこにずっと住みついていること）
めいちよう

迷蝶（土着しておらず，他地域から一時白

3（おす)，早（めす）

〔昆虫の一生〕

卵訂]齢幼虫訂'齢幼虫忠終齢f孵化脱皮

（鴎｡て回数は）

|叢
芒皇二踊十成虫‘完全変態:Ⅲ‘_羽”

，成虫(不完全変態:No146～175)

I111
ようかIうか

)鯆化’羽化
外側に袋(まゆ)をつくるものがある
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取ﾚﾉ組みの手引き

昆虫の探し方のこつ（5つのポイント）

1．虫が1年をどう過ごしているか（周年経過）を知る。

篭索
■■

3齢幼虫

弓.､②露

3．虫の食べ物を見つける。

5．虫の生活のあとに目を

つける。

新しい虫食いあと,糞な

ど。巣やぬけがらも。

4．虫の日課表を知る。

疹夛~昼~溌夛
食事ひるね食事･産卵

虫を育ててみましょう

ピンやポリ袋に入れて持ち帰り，

1匹ポリ袋

飼育してみましょう。虫をつかまえたら，ピン鳧

チャゴチャ入れないで，1匹

ずつ葉や枝をつけたまま，暗

く涼しい状態で運びます。簡

単な飼い方は右の通りです。

ただし，最も大切なことは，

虫への愛情です。

虫かごにゴ

ふたにガーゼを
／，_L‘,へ‘_L壷ナイロンストッキングをはる

塾＝ 鴛信
ガなどの卵ｱｲｽｸﾘーﾑ勇二プ(聯

せ
ば

アイス4ﾗー ﾜー ﾑ五ヅプ(水を含ませた脱脂綿をｱﾙﾐ

での卵,幼虫の飼い方鶏蝉苫Lﾙ箱で
虫を飼う。

チョウ・ガ

のうませ方

死んだ虫は標本に

卦⑩体が柔らかいうちにポリ袋に入れて冷凍(解凍すればい

つでも標本が作れる）→針をざして10日位乾燥(右図)。薬

品不要，ゴキブリに注意→発泡スチロール箱にガラスを

張って標本箱にする(ナフタレンを入れる)。標本は虫めが

ねでじっくり形を調べる時にどうしても必要なものです。

Zf"&
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146コフキヒメイトトンボ（イトトンボ科）

時期4～11月。年に何回発生するのだろう？

場所大きな池なら草の多い周辺部に見られる。

小ざな池や水たまり，沼，休耕田にもすむ。

解説若い旱は赤色，成熟すると緑色になる。水

辺の草むらを探すと，すごく小ざくて色とりどりの

このトンボはすぐ．に見つかる。上から水面をのぞく

…

｡!且E函

二 ひめ いと

白い粉をふく姫(小さくてかわいらしい)糸とんぼ

亙
懲手

一・↑
胸
。

；
↓

と成熟した記の白粉が目立って，

るよう。県太士にも多い。

似た虫徳之島，沖永良部

島にはヒメイトトンボの記録

乱lよ〃星y而（（-<､旧11府

眠"猟があるが，現在も生息してい

るかどうかは不明。
こんなに小さい
(日本最小のトンボ）(ヒメイトトンボ）（コフキヒメイトトンボ）

147リュウキュウベニイトトンボ（イトトンボ科）

時期4～10月

場所水草の多い平地の池沼，溝などにはたいてい見

られる。大きな池では岸辺の草むらを探すとよい。

解説やや大きめのイトトンボだが，ほっそりした体

不
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｗ
↓
Ｇ
Ｐ
Ｑ
↑
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
沙

〕

ｒ
程
赤
色

と美しい燈～赤色が目につきやすい。

似た虫イトトンボ類は種子島に9種，奄美

大島8種，徳之島・沖永良部島に各7種，中之

島に4種いるが，燈赤色系のイトトンポは本種

だけ（ただし，県本土にはよく似たベニイトト
¥I3<すん名，櫓仇色力、

皇玩'企緑穏色．

--Z'Lも裳Lい／

ンボもいる)。また熊毛郡下では黄色のキイ
ー ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ト

トンボも見つかる。

148タイワンウチワヤンマ（サナエト

時期5～9月

場所平地のやや大きめの池沼にはほとん

と今姿が見られる。汚染にも強い？

解説水面の1m前後上を“おまわり飛

行”しているものや，棒く、いなどに止まって

いるものがすぐに見つかる。

似た虫サナエトンボ科は種子島に5種，

奄美大島に3種，徳之島に2種いるのみ。ほ

かの奄美諸島には本種だけしか発見きれてい

ない。“うちわ状”の腹端が特徴。ウチワヤ

麗二
7）イ[正

弱
ンマは県本土だけに生息し，離島には産しな

－

い o
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149ギンヤンマ（ヤンマ科）

時期4～10月

場所明るい池や沼。水田，溝川

などで羽化。水辺を離れた畑などに

も見られる。

解説卵 から成虫になる ま で 約 1

年かかる。

似た虫クロスジギンヤンマ：種

噸

（ギンヤンマ）

体長70mm
ヨ
。
…
副
１
１
－
１
中

gT官封王
年かかる。

働似た虫クロスジギンヤンマ：種

子島のほか最近奄美大島でも見つ
頭の上面

かつた。4～6月に注意。（オオギンヤンマ）（リュウキュウギンヤ

オオギンヤンマ：トカラ以南は土着（？），どちらも体長85m
ひとまわり大きい

幼虫（やご）

以北は迷トンボ。

リュウキュウギンヤンマ：トカラ以南に分布c
才

150ハラボソトンボ（トンボ科）

時期4～11月

場所平地の明るい池沼，水田，溝川の

周辺に多い。人里でもよく見かける。

解説地表，石ころ，低い草枯れ枝な

どによく止まる。シオカラトンボとは生息

地の好みがちがうかも知れない。

似た虫シオカラトンボ(No152):腹が

ハラボソトンボより少し太い。

151オオシオカラトンボ（トンボ科）

一

〆

一

←__W~81ﾉ""'･"し－＞成熟した(？

時期5～10月

場所平地から山地の池沼，流

れのゆるやかな溝川周辺に多い。

明るい平地より木かげのある林縁，路

傍でよく見かける。

解説地面や低い小枝などによく止

まる。トカラロ之島以南のものは，屋

久島以北のものと羽の斑紋が少しち
、－－

がっている。別亜種か？

似た虫ホソミシオカラトンボ：屋久I

~フ
:念
〆

ｺニ

悟瀝
‐..~､二二二

｜黒色

水が青白粉一

おおわれる

宝島,奄美大島,徳之島産の旱は羽

全体が茶色っぽくなるものが多い
－－－－－ヲ

トンボ：屋久島，口之島，中之島に記録あり。l王ズﾆ扇
rノブ!､．}主入局,LI竺届’千迄局1-日巳諏水の‘ﾉ。睦企匂
3は青白色，旱は黄かっ色）

黒島，屋久島，口之島，中之島悪石島，奄美大島沖永良部島に

（胸の紋なく，腹は細いc

タイワンシオカラトンボ

記録あり。（ホソミに似るが，後羽のつけねに茶色の紋あり）
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152シオカラトンボ（トンボ科）

時期3～11月

場所池沼，水田，溝川などで幼虫が

育ち，人里にも多い。

解説記は成熟すると白粉を吹いて

“塩からとんぼ”の姿になる。

似た虫ハラボソトンポ(No150):シ

オカラトンボより腹が細い。

一一→

I
聡産＝苧塞

おとなの3塩のような自

臣＝玉＝胃宝… コマ－0

早とまち

雲
）

？
〃

153ウスバキトンボ（トンボ科） I

時期3～11月。少数の越冬幼虫が春に成虫となるが，

これに南西風に乗った南方からの移動群も加わっている

幼虫

ら しい。そ－

場所池沼，水田，溝川，プール，

貯水槽などで発生し，路上，校庭，水

田の上などで群飛する。

解説高温期には卵から1カ月位で

成虫になるらしいが，幼虫は寒きに弱

く越冬できないものが多いという。ど

⑥

（3は成熟すると赤味が
の島まで越冬可能か？ 強くなる）

似た虫ハネビロトンボ（後羽つけ根に褐色斑）やアメイロトンボ（後羽の中央近くに

あめ色斑）も混じって移動するらしい。

154ショウジョウトンボ（トンボ科）

時期4～11月

場所平地の池や沼，水田，溝川などに

多い。明るいところを好む。

解説水辺をすいすい飛び続けるものが

多い。記早とも羽化後間もないものは羽が

櫃黄色，成熟するとやや透明になる。

↑
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
心
鈎
ご
皇
１
１
－
１
Ｊ

側
Ⅲ
川
朏
刷
財
舩
伊
倉 ；

黄色，成熟す'｡とやや透明になゐ。成熟3はまつ赤になる

似た虫アカネ類（アカトンボ類）では種子島，

奄美大島にナツアカネ，熊毛郡下と口之島，宝島に ショウジョウ(猩猩)は中国の仮想の怪獣で，

毛は朱紅色。酒を好む
－マユタテアカネ，屋久島にヒメアカネなどがいる。

ベニトンボは南薩の池田湖，鰻池が国内唯一の産地

であったが,近年奄美大島（1986～)，徳之島（1988

～）でも発見ざれ定着しているようすである。
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155ヒメトンボ（トンボ科）

時期3～11月

場所平地の溜池，水田，湿地の浅い水溜り

などに多いが，水辺を離れた農道や荒れ地など

でも見られる。

解説地面によく止まるミニとんぼ。春より

秋の方が多いかも知れない。屋久島の南部とト

カラの宝島以南に生息する。トカラの他の島に

はいないのか？

似た虫コシブトトンボ：腰（腹部の前半）

ダ

／

、、
蚕翻＜戸 ⑦

節廷 兵翌
ご＝11卜乙

が太くふくれて一見して別種とわかるが，ミニ

とんぼである点は同じ。喜界島，奄美大島徳

之島で記録あり。

156ハラビロカマキリ（カマキリ科）

鹿児島県のカマキリはこの7種と
時期8～10月 サツマヒメカマキリだけです。

ご側』ゴ,目かめ'bo

mI 全市

鞠 ノ 壹多

ヒナカマキリヒメカマキリコカマキリウスバカマキリカマキリオオカマキリ(後羽のみ）ハラビロカマキリ

体長→(16mm)(31mm)(55mm)(64mm)(71mm)(82mm)(60mm)

※各島に何種いるのか，よく調べてありません。ぜひ探して，結果を博物館まで知らせて下さい。

157サツマゴキブリ（マダラゴキブリ科）

時期一年中見つかる。

場所森林やその周辺の倒木･朽木･立木の樹皮の下。

家の中には入らない。
ふか

解説卵胎生で，早の体内で孵化した幼虫が母体から

出る。

似た虫オオゴキブリ：朽木の柔らかくなった材をく

ずすとよく出てくる。ワモンゴキブリ・コワモンゴキブ
わ素

リ（いずれも前胸に輪紋あり），クロゴキブリ，チャバ

小
１
１
１
Ｍ
Ⅵ
？
ｍ
Ⅵ
皇
三
１
斗

識 、

／~、
Lノ－

ネゴキブリなどは家屋内でおなじみのはず。大部分は野

外のゴキブリで，奄美大島だけで24種がいる。
オオゴキブリ
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158トゲナナフシ（ナナフシ科）鹿児島県で見られ

時期

場所

解説

いるが分

木や草の

食べ，夜

が活発。

似た虫

8月頃か’

g･太や首”

剴ほﾉ1,T刀畢。 Ｉ
＃

体
(郡

コブナナフシヤスマツトピナナフシタイワンナナフシ

トビナナフシートビナナフシけナ弓

159タイワンクツワムシ（キリギリス科）

時期10月から鳴き始め，11月が最もにぎやか。

成虫で越冬するので，冬でも暖かい夜には鳴き声が

聞かれる。春も鳴き，6月頃まで生きるらしい。

(ナナフシ）

ギーツ,ギーツ・ギ‘ユールルル．．………
（カチャ,力斗ﾔ,力うヤ…と錐渚'ども聞之3）

、夫を含予で､，低く0鳥含錫叶3ノ

必
場所林縁や路傍の草むら，やぶの中

解説卵から何日で親（成虫）になる

鳴き声をめあてに'|襄中電灯で罰を探して

みよう。近くに旱がいることが多い。

似た虫クツワムシは県本土しか
ノ

いないはず。似た鳴き声の虫はほか

にいない。
図は日浦勇(1978)による

160タイワンエンマコオロギ（コオロギ科）

色帝
時期幼虫越冬， 迩皇と剛こ成虫がいる。

年に2回発生。 くわしい時期は？

場所畑や草地に多い。

解説屋久島以北ではエンマコオロギ

もいるから要注意， トカラ以南にはタイ

ワンエンマのみ？

似た虫エンマコオエロギ

7－‐
て百万こせまい……………．．……・

（盲20．5～21mm．．……･…………

（蕨卵（年l化）…．．…･………

「i『コロコロリー，コロコロリー……

頭の前面

（顔）
／

タイワンエンマコオロギ

－フー－

垂
雪
国
回

．……･･広い

………19～22mm

……･･･幼虫（年2化）

..….リリリリッ，リリリッ(速く単調）
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161マツムシ（コオロギ科）

本州･四国･九州の鳴き声
時期8～10月。沖縄では12月までいるらしい。

場所ススキ，チガヤなどの多い草地。

解説昼は地面近くにかくれており，夜は草の

葉や茎にのぼって鳴く。卵で越冬し，春に孵化し

て夏～秋に成虫になる。

似た虫いない。

チソ･チロリン

勘熊毛･奄美は

どちらのタイプ？

3

チン・チソ･チロリン

沖縄の鳴き声
(別名タイワンマツムシ）

ぅ蝿I奄美の虫のコンサート

ルー

ノL－

ルー
ク

●

漁 為
ユヅ

リユッ

ソュ‘ゾ

職 域虚准曇嘆壽釧－

ひしがた

(体型が菱形のバッタ）

162ヒシバッタ（ヒシバッタ科）

時期夏～秋？（良く分からない）

場所裸地の多い低い草の生えた草地，

荒れ地，あぜ道など。

解説体色はうす茶～こげ茶色で変化に

富む。地面や枯れ草と同色でよく飛ぶ。

似た虫トゲヒシバッタ：湿地の草地に

それぞれ

ちがった環境に 合一w～llw'ﾍ今

蘂雲霧

撫'唾すみ成虫越冬。ハネナガヒシバッタ：湿っ

た草地，裸地にすむ。ヒラタヒシバッタ

翅が長!、奄美大島以南にいる。ひとまわり大きくて

ごつい感じの異様なヒシバッタ。

163オンブバッタ（バッタ科）

時期6～11月

場所畑や土手，家のまわりの草地，野菜や

サツマイモなど柔らかい葉を好む。

解説芋にくらべて記は小さい。運動は不活

発で，ピョンと跳ぶ。

似た虫アカハネオンブバッタ：南西諸島以

ハネナガヒシバッタ

宙

蕊 …
一、

いつもおんぶしている

わけではないよ

ー 一
■

一
一

f

窪

小
，
－
１
１
１
１
１
心
向
且
良
’
１
１
１
１
斗

頭部での見分け方

〆

I"
南にいる。後羽がピンク色なのでわかりやすい幅

が，ふつう前羽の下にかくれているのでオンブ

バッタと区別しにくい。

アカハネオンブバッタ旱オンフ．（ ソタ旱
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164ショウリョウバッタ（バッタ科）

時期7～11月

場所川の堤防，畑のまわりなど，やや乾

燥した草地。

解説3は飛ぶ前に，前羽と後羽を打ち合

わせて“キチ，キチ，キチ……”と音をだ

す。旱は長くて太い大きなバッタ。県本土で

は卵越冬であるが，奄美では冬でも幼虫が見

られる。

似た虫ショウリョウバッタモドキ：県本

土ではやや湿った草地に多いが，どの島にも

いるのか？（背すじがまっすぐなバッタ）

165トノサマバッタ（バッタ科）

時期6～11月に成虫が見られる。

冬を越したものが春にもいるらしい。

10～11月に最も多い。

場所日当たりのよい草地，荒れ地

にはたいてい住んでいる。低いイネ科

の草地で，地面が見えているようなと

ころに多い。

解説敏感でよく飛ぶ。「理科」の本

でおなじみの虫,後羽は透明で紋はない。

似た虫クルマバッタ：後羽をひろげ

るとくるま状に見える黒帯がある。

166ツチイナゴ（バッタ科）

時期9～10月に羽化して成虫で越冬，

翌年の春を過ごして7月までいる。しか

し，これはどこでも同じか？

場所畑まわりの草地や人里の草地。イ

ネ科植物よりも，クズを好んで食べる。南

西諸島にはタイワンツチイナゴもいるの

で，要注意。各島ごとの分布はどうなって

いる？

似た虫タイワンツチイナゴ：体長50～タイワンツチイナゴ：体長50～70

mmo体下面の長毛はまばら。全体的に毛深く

ない。畑（サトウキビ畑など）に多く，よく

飛ぶ。県本土にはいない。

蕊。

倖色'3禄～捺色

－4$～もS津≠L一一一一→

緑にかっ色斑または全身かっ色

E函

クルマバッタ

←－－－SS-､'EO釧帆一

■■

日ゆ下に皇反の

ようむすL”ノ

毛がない 毛が多い

璽濤 舞壽
毛がない 毛が多い
（あっても

まばら）

タイワンツチイナゴZツチイナゴ3
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16フハネナガイナゴ（バッタ科）

時期5月（？）から11月。卵越冬（？）

場所水田，湿地の草原。

解説ススキ，イネ，サトウキビ（？）のよう

な柔らかい大きなイネ科植物を好む傾向があるら

しい。では主食は何だろう？

似た虫タイワンハネナガイ

ん
わ
れ
昆
南
と

こ
そ I

①
山
字
菖
鼻
」
や
ふ
い
宣
曳
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
↓

ナゴ：シナイナゴの亜種で南西

諸島に分布。サトウキビ畑に多

いのは本種（？）。ハネナガイ

ナゴとの区別は生殖器などを見

ないとむずかしい。

銀穿呼必雫蹴

板3

タイワンハネナガイナゴ (羽が長いイナゴ）ハネナガイナゴ

168シラホシカメムシ（カメムシ科）

時期成虫で越冬。夏～秋に多い。

場所イネ科植物の多い水田や畑の周辺，

休耕田，荒れ地。

解説イネ科雑草の穂から汁を吸うが，夏

は水田に移ってイネから吸汁するものがい

る。キク科も好むらしい。目立たない虫だけ

ど，野生植物と栽培植物をうまく利用してい

る。 ／ラヱ上
似た虫何種類かいるはずだがよくわから体

ない。胸のもようや両肩の出っばりに注意。

169ホソヘリカメムシ（ヘリカメムシ科）

時期夏～秋に多い。年2～3回発生（？）

場所アズキ，インゲン，ササゲなどマメ類

の畑に多い。近くの草地にもいる。

解説幼虫はアリに似ており，成虫は飛ぶ姿

がハチのように見える。刺苔ないけど臭い。

似た虫いない？沖縄には数種の近似種

（タイワンホソヘリカメムシなど）がいるらし

こけ茶色

鰯

認殉
、

いので，奄美でも調査が必要。
アリにそっくり！

くさ

カメムシ類（方名：ふ）が臭いのは
しゅうせん

胸の下面に「臭腺」というにおいを

出すところがあるから。
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170アカギカメムシ（カメムシ科）

〈別名：アカギキンカメムシ〉

時期7～10月

場所アカメガシワの葉に集団を

つくることが多い。明るい林間や林

縁などに見られる。

解説7～10月に産卵（アカメガ

シワ葉上)，数十～百卵以上の卵塊

を旱が体の下にかくすように保護す

る。佐多岬，甑島でも採れたことが

あるが，南の島ほど多い。

似た虫いない。しいてあげればオオオ

小
’
’
’
’
’
’
五
２
Ｎ
炉
曵
．
父
〉

オキンカメ ムシ。

(光沢が強く，黒斑が大きく美しい｡）

171アメンボ（アメンボ科）

時期冬には見ないが，春から秋まで

ずっといる。

場所流水（川）でも静水（池，水

田）でも住んでいる。

解説水面に浮かんでいる小虫，魚の

死体など動物の汁を吸う。

似た虫コセアカアメンボ，ヒメアメ

、
l司心

蕊牙2簾渤､“
f'1.

1北

奄美産（｢#刑
ﾗ ア ー ア ﾐ ﾏ ｱ J ､ . I

ンボ：ともに屋久島以北にいて，トカ

ラ，奄美では未発見？
しま

シマアメンボ：丸い体(5mm)に縞。渓 瀞認爾廊
ﾋメアメンボコセアカアメンボ合字

流に多い。

172クマゼミ（セミ科）

時期7～9月。最盛期は7月中旬～

8月中旬。

場所人里の樹木，ホルトノキ，セン

ダンなと｡に多い。標高何mまでいるか？

解説午前中とくに8時～9時30分に

盛んに鳴く。腹がまっ黒なものから広い

白帯をもつものまで変異がある。南方ほ

と・白帯型がふえる？

奄美諸島では，沖永良部島，与論島に

1
ふ
い
‐
く
一
ｍ
割
ａ
（

'

奄美諸島では，沖永良部島，与論島には多産するが，

請島，与路島を含む)，徳之島では確実な記録がない。

して？

似 た虫いない。

なぜか喜界島奄美大島（加計呂麻島，

本当にいないのか。いないのならと§う

門ハ

ー イ0－



173ニイニイゼミ（セミ科）

時期6～9月。8月後半には少なくなる。

場所人里に多い。校庭のガジュマルでよく

鳴いているが，なかなか見つからない。

解説リュウキュウマツにも多い。夜によく

電燈に飛来する。

似た虫クロイワニイニイ：奄美諸島では混

生するので要注意。奄美大島ではホルトノキ，

カラスザンショウのように好きな木が限られ，

マツにはいなかった。ススキ類の枯れ茎にもよ

く産卵している。

174クロイワツクツク（セミ科）

時期8月中旬～10月。晩夏から初秋のセミ。

場所海岸付近から低山地のいろいろな木でや

かましく鳴いている。与論島にはいない?！

解説ツクツクボウシのいる悪石島以北では，

ツクツクボウシが山手に，クロイワツクツクが海

岸くりにすみわけている。屋久島のツクツクボウ

シは鳴き声が少しちがう？

轡
似た虫オオシマゼミ：奄美大島と徳之島

の山地に住む。ひとまわり大きくて，鳴き声

は「ジーワ，ジーワ……，カン，カン，カンツクツクボウシ
……｣。

175キョウチクトウアブラムシ（アブラムシ科）

時期春～秋に多い。卵越冬？

暖地では冬も成虫・幼虫がいるかも知れな

い‘_，

オオ シ マ ゼ ミ ｸ ﾛ ｲ ﾜ ﾂ ｸ ｯ ｸ

<いずれもJ〉

テントウムシ

幼虫がよく州
寺

1

場所

びっしり

モ科につ

解説

アブラム

なかまも

キョウチク|､ウの若葉。若い茎に

ついている。トウワタなどガガイ

<のもこの虫。

植物の種類によって，ついている

シはちがうことが多い。大害虫の

いるが，たまには虫眼鏡でじつく

小
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
で
。
《
且
古
ｒ
、
０
１
叩

、

り眺めたい微小な虫たちの世界

似た虫

1，プ一理1､

v-.′J，V4n |露壺
ー－－弓一一一一一

‘,ざま-’た手･足･ひげらだ､，黒て‘‘さまつた手･足

口!’目･･･,．美しい／
iil為生ﾀ|間（春～夏）

ワワ

ー／／－



176イチモンジセセリ（セセリチョウ科）

時期5～11月，とくに8～10月に多い。

1l～12月には幼虫がたくさんいるのに,2~

3月にはごく少ない。だから春の成虫も少な

い。冬に何が起こっているのか？

場所水田，湿地のまわI)から人里，堤防

など，明るい環境を好む。

解説幼虫はイネの害虫でもあるが，早期
rー

栽培ではどうだろうか｡なぜ秋に多いのか｡I
似た虫チャバネ セセリ：やはり秋に多

(3表）

〈35－敬一

チャバネセセリ

(早承） (/$卑裏）

む）

い。いっしょに花に来ている。

ヒメイチモンジセセリ（奄美諸島)，ユウレ ｲセセリ（沖永良部烏で記録あり）など

177ジャコウアゲハ（アケハチョウ科）

時期種子島．屋久島では4～9月。奄美では3

~10月（ただし,1～2月でも羽化するものがい

る）。

場所海岸から山地まで，食草ウマノスズクサ類

が生えている林縁．路傍．伐採地などに住む。トカ

ラには食草がないのでいない。

解説地上’～2111のところをゆっくり飛んでい

ろいろな花を訪れることが多い。地面で吸水するこ

とはない。蝿で冬を越し，春には多いが，その後の

経過はまだよく分からない。

似た虫クロアゲハ(NO183)
僻香のにおいがする（？）

178アオスジアゲハ（アケハチヨウ科）

同十十‘同ハー,ハ［_『たF-，一n‘『－，〆司_、:"．，1－塁一------‐7o－‘1o揖抱一一／
時期3～10月。年に3～4回の発生ら

しい。

場所タブ・クスなど食樹クス科植物の

生ずる森林、人里など広く生息する。

解説花蜜を求めるほか，地血から吸水

することも多い。卵は食樹の若葉に産ま

れ，幼虫も若い葉しか食べない。各島で年

間を通してどの植物が食樹として利用され

て い るか？発生回数といっしょに調べて

みて.ノ

似た虫ミカドアケハ：とくに春に多､牝

タイサンボク。トカラにはいない？

－78一一
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179アゲハチョウ（アケハチョウ科）

〈別名ナミアゲハ〉

時期3～11月。年に何回発生するのか不明。

場所食樹ミカン類の多い人里，サンショウ類

の若木が多い伐採地，林縁。

解説理科の教科書ではおなじみだが，奄美で

はあまり多くない。なぜだろう？人里よりカラ

スザンショウの多い山の方が好きなのか？ミカ

ン科の植物がみんな食樹になるのか？

似た虫キアゲハ：奄美では見られない。トカ

←－－30～'20領刊、

うでもたぶん見つからない？屋久島では海辺で

ハマボウフウ（セリ科）を食草にしているし，宮

之浦岳の頂上にもいる。ニンジンにも幼虫がつく。

180ナガサキアゲハ（アケハチョウ科）

時期3～1]月。年に3～4回発生か？

場所人里のチョウ。ミカン類の少ない山地で

はあまり見かけない。サンショウ類は食べないか

キアノデノ、
l′′'

そ一-----IIO,vl30櫨拭 テ

齢幼虫ら o 5

解説花の蜜は好きだが，地面

からの吸水はあまり多くない。蝿

越冬，でも正月頃まで幼虫がいる

かも知れない？

似た虫後羽の尾つぼ（突起）

がない黒いアゲハは本種だけ。

i卿

吟
『ャL1脚

MMfX
I.､匙

こ'切頁

181モンキアゲハ（アケハチョウ科）

時期3～10月。年に3～4回発生？

場所人里にいてミカン類にも産卵す

るが，カラスザンショウ，ハマセンダン

（ミカン科）を主な食樹として林縁に多

1,1
v○

解説山道のぬかるみでよく吸水して5

いる。

似た 虫いない。

←－－－llO'､'I40御'bl
ユー

〃

___ユ訂

〃

≦ ､力虫lj，

ノl!さら木(2獄以下）

て‘,ざ力Y,すと511‐
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182シロオビアゲハ（アケハチョウ科）

時期2月からll月にかけて数回発生をくり

返すというが，正確には調べられていない。

場所野性のサルカケミカンを主食樹にして

いるためか，この植物の多い与論島．沖永良部

島・喜界島には多産する。奄美大島では少な

い。トカラにもいるが土着北限は不明。熊毛郡

下では迷蝶。人里に多い。

解説徳之島にも多いが，昔は少なかった？

各島でサルカケミカンから栽培ミカンへ食樹の

好みが変わりつつあるのか？

似た虫ベニモンアケハ（沖縄から北上の可

セ
ニ

|凶
l＝

ベニモンアケハ（沖縄から北上の可能性あり

183クロアゲハ（アケハチョウ科）

時期3～11月。発生回数は不明。

場所人里から山地の樹林にかけて広

く生息している。

解説平地ではシロオビアゲハやナガ

サキアケハに負け，山地ではモンキアゲ

ハに圧倒されているのか，数は少ない。

と・こに本種のホーム・グランドがあるの

か？ミカン科を食樹とする。

似た虫ジャコウアケハ(No177)

｛

184カラスアゲハ（アケハチョウ科）

時期3～11月。年3～4回の発生と推定。

場所平地～l｣|地の林縁・路傍、人凧に見ら

れ，場所によっては多い。

解説ハイビスカスの花蜜を求め，路上に舞

いおI)て吸水する。食樹はミカン科のハマセン

ダンやカラスザンショウで，ときに栽培ミカン

にもつく（？）。と繍れが主食か？

似た虫ミヤマカラスアゲハ：種子島．屋久

島の“青光りするアケハ”はすべて本種で，｜、

カラ・奄美のものはすべてカラスアケハであ

る。

－80－



←－45毎画一一一
185キチョウ（シロチョウ科）

時期ほとんど年間を通して見られる。

ただし，冬は暖い日に越冬している成虫が

飛び出す。

場所人里から山地の林道まで広く見ら

れる。

解説マメ科植物の樹木（ネムノキな

ど）から草（ヤハズソウなど）まで食草は

多いが，くわしくは調べられていない。

獺
”
例
“

房剰３
間

つ経

>～9月上員'：

｡へ，八曰1石

''3)

<11る）
､U，

解

ご
㈲弓

似た虫ツマグロキチョウ

トカラ，奄美では迷蝶で秋に注

意。屋久島以北では普通。

186モンシロチョウ（シ

時期12月～1月は少ないが

れる。発生回数は不明。

場所食草アブラナ科の多い

い。でも移動性も大きいので，

見かける。

解説キャベツを植えるとよ

が，どんな野性のアブラナ科を

るのだろうか。

似た虫スジグロシロチョウ

古涙

秋型公(在）

(シロチョウ科）

昴伽のl苔

187モンキチョウ（シロ

時期ほとんど1年中見られ

Pz風ヒノ室え房

＝古屋．‐垂砦一

酌の笑

時期（春？）と少ない

ある。同じ場所に定着

性が強いのか？

場 所 食 草のマメ科

ツメクサ；コメツブウ

畑や海岸付近の草地，

ろ。

解説シロツメクサ

は住みついてくれない

似た虫いないが…

]玉亙目（言

浩士1ケ’て.望_掴

ワ，ン［－1

の多いR二
¥Iご土&色‘
いるわ､島等

s7r'lと避又Lざうに
一一

<キシロチヨウ（旱
って11ヨの'弐一→

平諺〕為り）しここ0
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188ツマベニチョウ（シロチョウ科）

時期12月から2月にかけては

が，ほとんど年中見られる。しかし

回数はよく調べられていない。

場所食樹ギョボクの生える川べ

林周辺が本来の発生地。近年はギョ

植栽で人里にも多い。

解説越冬態は踊または幼虫。

屋久島以北のものと，奄美産は色

や形が少しちがうともいわれる

が，さらに調査が必要。トカラ産

はどうなる？

似た虫いない。

は，南の島々で，どの

ような生き方をしてい

るのだろうか。一歩ふ

みこんでその生活を調

べてみよう。

(シジミチョウ科）

’冬一一 90～llonq侭1

ハイビスカス求め樺い降り
ひ あ ざ

ツマベニの緋の鮮やかに
ては

照り映えるかな（越山正三

－30画－1－

れる。年に3～5

成虫で越冬する。

（アラカシ，ウラ

芽・新葉が伸びる

189ムラサキシジミ（う

時期1年中見られる。年に

回位の発生らしい。成虫で越冬

場所食樹カシ類（アラカシ

ジロガシなど）の新芽・新葉か

頃，樹林へ行けば林間・林縁の

で卵・幼虫が見つかる。

解説幼虫は葉を曲げて巣を

アリが吸蜜に来ている。

似た虫ムラサキ ツバメ：屋

8(妹が広い）早(紫ｩ'‘せず1')裏は枯葉もJぅ

トカラ以南では奄美大島だけに

190ヤマトシジミ（シジ

時期真冬には少ないが，ほとんと≦1年中

見られる。

場所道ばた，庭先，畑，荒れ地など食草

カタバミが生えているところには，たいてい

住んでいる。

解説食草を鉢植えにして窓の外に置けば

旱が産卵にくる。小さな島にも住みついてい

るから，見かけによらず移動性が大きいのだ

ろう。

似た虫シルビアシジミ：日当たりのよい草地，

ヤハズソウ，コメツブウマゴヤシ群落に多い。ひと

－82－
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(シジミチョウ科）191アマミウラナミシジミ（シジミチ

時期春は少なく，夏から秋にかけて多くな

る。幼虫や蝿で越冬するらしい。

場所食樹モクタチバナ，シマイズセンリョ

ウのまわりに多い。山地にもいるが平地の人里

で普通に見かける。

解説幼虫は若葉を食べる。6月頃にはつぼ

みや花を好んで食う。

似た虫ルリウラナミシジミ：3の羽（表）

が青紫色に光る。南方からの迷蝶でまれに飛来

するが，クズのつぼみに産卵して大発生するこ

とがある。

192アサギマダラ（マダラチョ

時期低地では春と秋に多く，夏

（7～9月）はほとんど見られな

い。奄美大島・屋久島の高地では夏

にも見かける。

場所アザミ類，ヒヨドリバナ類

など特定の花で吸蜜する傾向があ

る。食草ガガイモ科が海辺から山地

にわたって生えているので，あらゆ

る環境に優雅な姿を見せる。

似た虫タイワンアサギマダラ：迷

エンドウ，､ノラマメの

需虫になっている
ウラナミシジミは

3の表が淡紫色

193リュウキュウアサギマダラ（マダラチョウ科）

時期ほとんと・1年中見かけるが，発生回数はう

明。盛夏の日中（高温時）には少ない。冬は風当た

の弱い林|H1に多数集まって過ごす。

場所森林や人里など各地で見かける。ただし，1

毛郡では迷蝶，｜､カラ・喜界島・沖永良部島・与論‘

で土着種か秤か不明。

解説食草はガガイモ科のツルモウリンカ。

似た虫ウスコモンマダラ，ミナミコモンマダラ，

コモンマダラ：いずれもまれな迷蝶。その判別は簡単

ではない。少し変だなと思ったら図鑑をc

（または写真を博物館へ）

ーｼ7便気→

家

字

舌早裏

r--85"'''yt---一一

ミ ナ ミ コ モ ン マ ダ ラ ウ ス コ モ ン マ ダ ラ
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194カバマダラ（マダラチョウ科）

時期12月から2月にかけての低温期に

見ることは少ないが，春から夏秋に向け

しだいに多くなる。

場所食草トウワタ（ガガイモ科）の生

える人家のまわり，荒れ地，墓地など人里

の蝶。

解説冬は幼虫が主で温かい日には蛎化

や羽化が見られる。種子島・屋久島では越

冬するものは多くないらしい。

似た虫メスアカムラサキ：毎年かなり

r－＝=－

得､からぞI〔（

イ｣メせ｢と未ム

|迩奎
萱

も
血

見られるが南方からの迷蝶。旱が赤い紫色昔力
いま

（ 3）の 蝶 。 ど う

195テングチョウ（テングチョウ科）

時期1年中いるが，3～5月に多い。

場所食樹クワノハエノキの新芽・若葉の多

い頃，人里や平地の樹林。

解説成虫で越冬し，春，新芽に産卵。幼虫

が木を丸坊主にするほど発生し，踊化，羽化し

た成虫はやがて休眠に入るのか姿を消す。そし

て翌春めざめて産卵する。しかし，夏の土用芽

や台風後の新芽に卵・幼虫が見られ成虫が羽化

するので経過は複雑怪奇となっていて，本当の

ことは不明である。

似た虫いない。

196ツマグロヒョウモン（タテハチョウ科）

時期12月～2月には少ないが，ほとんど年中

見られる。冬は幼虫か蛎が多いはず。

場所人里から山地まで，明るい草地．花壇に

多い。

解説食草スミレ，パンジーを探すと幼虫が見

つかる。野生のどのスミレを食べているか？

似た虫甑島でウラギンスジヒョウモンがいるだI
ひょうもん

かの島では“ヒョウモン”（豹紋蝶）はツマグロの6

だし，種子島・屋久島ではメスグロヒョウモン、ウミ

！有名な説だが

日本の自然の中で

･のナご〆）う・〉

メスアカムラサキ

1

陰…．Ⅷ,…'“奄美のも、1才大きい，トカラ!さ？
一

暑いと，卵から成虫になるまで2()[」と

かからない。最短記録は2週間？？

〈70西風－－‐－－－－－－ヶ

似た虫甑島でウラギンスジヒョウモンがいるだけ。ほ
ひようもん

かの島では“ヒョウモン”（豹紋蝶）はツマグロのみ。た

だし，種子島・屋久島ではメスグロヒョウモン，ウラギン

》
ボ
ク
巴

オオウラギンヒョウモンの古い記録がある。ヒョウモン，

誤報か現在は絶滅したか？

由閑
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197アカタテハ（タテハチョウ科）

時期春と秋に多く，夏には少ない。

冬でも幼虫・リ1閑のほか秋に羽化した

（？）成虫がみられる。

場所食草カラムシの生える田畑のま

わり，荒れ地など人里に多い。

解説成虫は飛び方が速くてつかまえ

にくい。幼虫を探して飼ってみよう。夏

に少ない原因もわかるかも知れない。

似た虫ヒメアカタテハ：幼虫はヨモ

ぐ鎚戸労L〉

１
１

カラムシにできプ

幼虫の巣

(膿{rとげ…‘

ギに巣を作る。成虫は春には北へ移動

し，秋には南下する可能性がある。
プア々テ

198ルリタテハ（タテハチョウ科）

時期年間を通して見られる。数回の発生？

場所林道や畑道の路上によくとまってい

る。花には来ないが，樹液・腐果に好んで集ま

る。

解説食草はサルトリイバラ類。成虫でも越

冬するが，幼虫もがんばって生きぬく。

トカラ・奄美諸島産は，屋久島以北のものよ

りるI)色（青色）帯が幅広い。島ごとに少しず

つ変わるか？

似た虫いない。

裏,す（
一

199リュウキュウミスジ（タテハチョウ科）

和-､,ぢち…’一一一－一うぐ

時期真冬にはいないが，春から秋おそく

まで数回の発生をくり返すものらしい。

場所庭先から林道，林縁まで，日当たり

のよい低木植えやその周辺。

解説食草はヌスビトハギ，タイワンクズ

などのマメ科とクワノハエノキ（ニレ科)。

似た虫種子島・屋久島にいるのはコミス

ジ。三島村やトカラは両種とも未発見。奄美

諸島産はリュウキュウミスジ。混生地はな

い○

両種の卵，幼虫，蛸をくわしく比較する必

要がある。
コミズジ,,塙i數
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200イシガケチョウ (タテノ

時期ほとんど年間を通し

成虫で越冬するが，幼虫もい

場所渓流ぞいの山道，ガ

辺の道。

解説食樹はクワ科のイヌ

など。若葉しか食べない。

屋久島以北のものは，｜､力

成虫も少しちがうが，面白い

斑。前者はほぼ一定なのに，

む。

似た虫いない。

て見ら

るかも

ジュマ

1三口
1－－ノ

ラ以南

の は 5

後者

201タテハモドキ (タテハチ

時期年間を通して見られる。

場所夏型は海辺，耕作地，人里など食草イワダレ､ノ

ウ，オギノツメ，スズメノI､ウガラシの多い明るい環境

でよく見かけるが，9～10月から羽化する秋型は越冬地

を求めて森林へ移るらしい。しかし，真冬の生活は不

明。

解説目玉もようにびっくりする烏や|､カケがいるの

かな？

似た虫アオタテハモドキ：青光りする地色に目玉も

－ 5 0 戸 拭 一 一 今

よう。小形。迷蝶（昔は徳之島などに住みついたことあ

I))

202リュウキュウヒメジヤノメ（ジャノメチョ

時期3～12月に5～6回の発生か？

場所道ばたにススキの生えた林道，林緑に多く，明る

い耕作地や草地にはあまり出て来ない。

解説食草はススキ，チガヤなどのイネ科，奄美大島や

徳之島には多いのに，ほかの島ではごくまれ（非土着？）

か無記録。種子島・屋久島・口水良部島にいるのは県本土

と同じヒメジャノメ。トカラには両種ともいない？

似た虫ヒメジャノメ：白帯がせまい。幼虫の頭の形は

一二J〆
一

53画画，－＝=弐
手一一一

／
／
・
’ずいぶんちがう。混生地はない。種了島・屋久島では小形

の“銭蝶々”としてヒメウラナミジャノメがいるが，トカ

ラ・奄美は未発見。（姫裏波蛇ノ目）

(表）
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203

時期

かけな

度の発

場所

里で，

スイロコノマチョウ（ジャノメチ

12月から2月の寒い時期にはあまり見

いが，3～11月には多い。年3～4回程

生らしい。成虫越冬（秋型）

夕方（早朝も？），耕作地・林縁・入

ふわりふわりと飛んでいる。昼間は樹液

や腐果で吸汁している

解説

似た

だった

た、

屋久島・種子島が土着の北限らしい。

虫クロコノマチ ョ ウ ： 屋 久 島 が 南 限

のに,1974年から奄美・沖縄でとれ始め

5齢云力虫→

両者ともススキなと÷イネ科が食草。頭の形や背線で区別可向

204エビガラスズメ（スズメガ科）

時期春から秋に年3～4回の発生？

場所畑や人家のまわり。人里昆虫。

解説アサガオ，ヒルガオ，ヨルガオ

（ユウガオ)，サツマイモ，アズキなとﾞ

につくイモムシ。夕方さかんに飛びまわ

り，花に来る。電燈にもよく飛来する。

似た虫コエビガラスズメ：屋久島以

北では要注意。全体的に黒っぽいので見

ればすぐに分かる。

205オオスカシバ（スズメガ科）

→

大きな透かし羽

時期県本土では6～9月に年2回の発生

だが，南の島では？

場所食 樹 ク チ ナ シ の多い低山地の川く

り，住宅地でよく見る。

解説幼虫は葉を食べて，木を丸坊主にす

るイモムシ。

似た虫リュウキュウオオスカシバ：5～リュウキュウオオスカシバ：5～8月に出

現するが，あまり多くない。幼虫はクチナシにつくの

で，向種の競争関係を調べると面白そう。

－87－
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206シンジュサン（ヤママユカ科）

時期5～6月，8～9月の年2回発

生。蛸で越冬。県本土と同じ経過といわ

れるが，ほんとかな？

場所人里～低山地。
（さん）

解説幼虫がシンジュを食べる蚕。ク
カイコ

ロガネモチ，クスノキ，ナンキンハゼ，

ハマセンダンなど多くの樹木につく。成

虫の口は退化していて餌は吸わない。だ

から幼虫時代に大食漢なのか。

似た虫ヨナグニサン：本県にはいない。

（与那国島の蚕）
①合｡●

207オオトモエ（ヤガ科）

時期4～9月に2回発生，踊越冬。

3回発生のところはないか？

場所うす暗い山道や森林の中を

歩くと，足元からフワ，フワと飛び

出して，びっくりする。

解説幼虫はサルトリイバラ類を冬

食べる。

似た虫いない。屋久島にはシロ

スジトモエがいるが、小さいのです

ぐわかる。
ンロスジトモエ

208キオビエダシヤク（シャクガ科）

時期3～11月に成虫を見る。年数回発生で越冬

態はI1Wか？ 野～60=wt--=

場所食樹イヌマキのまわりに多い。

解説昼間さかんに飛びまわる。幼虫は

シャクトリ虫で，葉を食い荒す。県本土で

は昭和27年～3]年に大発生し，その後も時

に発見されるが定着していない。熊毛郡下

も住みついているかとゞうか？徳之島・沖

永良部島・与論島からは未記録？

似た虫いない。

里

１
１
ノ光聿

百

◎同じくらいの大きさで昼行性のガは

サッマニシキ

オキナワルリチラシ

クロヅバメ

－88－



20gモンシロモドキ（ヒトリガ科）

時期春～秋によく見かける。発生回数，

越冬態は不明。

場所人家周辺から山地の林道，伐採地な

どに広く見られる。

解説昼間にふらふら飛んでいるが，移動

性は大きいものらしい。種子島ではキク科の

スイゼンジナに幼虫が大発生する。キク科を

中心に食草をもっと調べる必要がある。

似た虫キハラモンシロモドキ：南方から

←－－－45～50amt-

蕊
色

謹鐵
寄伽

罰の迷ガ（偶産ガ）かも知れない。

210ハンミョウ（ハンミョウ科）

時期4～10月

場所少し湿った荒れ地，路上に多い。

解説地面におりてすばしこく走る。人

が近づくと道を先へ先へと案内するように

飛ぶので「みちおしえ」の名がある。屋久

島以北と沖縄本島（亜種オキナワハンミョ

ウ）に分布する。

似た虫アマミハンミョウ：奄美大島と

w)

徳之島の特産。木かげのある湿った地面，

川くり，山道に多い。白と黒のコハンミョ

ウは各島に見られる。

'ー

～L一

211オオミズスマシ（ミズスマシ科）

時期1年中いるらしい？

場所流水域（小川）には少ないが，

止水域（池沼，湿地の水溜り）にはよく

見られる。

解説水面をくるくる泳ぎまわ

り，ボウフラや水面に落ちた小虫

を食べる｡目は空中と水中を同時宅瀞、

%-､O稲≠ノヲ
種子島・屋久島

にはミズスマシ

のなかまは

いないのかな

．、－－1－p一一

黒光りする体

①

舵'ごなる． ．‐

に見ることができる。

似た虫リュウキュウヒメミズ 嚢＝
スマシ：体長4～5mmで黄色のへ

ケミ/ゴbウやガと,シは
慢足が雀t，リがない。

－89－



212ガムシ（ガムシ科）

時期1年中？春～夏には確かにいるが，

秋～冬は？

場所池沼にすむ。

解説魚すくいの時に網に入る。夜，燈火に

もよく飛んでくる。離島では屋久島にしかいな

いか？大型種。

似た虫コガタガムシ：体長23～28mm･腹に

細毛がある。これは各島にいるはず。中型種

ヒメガムシ：体長9～11mm・小型種。

213リュウキュウノコギリクワガタ（クワガタムシ科）

〈別名：アマミノコギリクワガタ〉

時期5～9月

場所シイ・タブなどの樹液。

解説トカラ列島口之島以南に分布。トカ

ラには美しい黄かっ色のものも見られ，沖永

良部産は赤かっ色となるなど，島により多少

変異がある。成虫で越冬することはない。

似た虫ノコギリクワガタ：県本土から種

小
１
１
１
胸
孚
く
ｑ
い
且
３
戸
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
寺子島屋久島にいる｡

アマミミヤマクワガタ：奄美大島特産の珍

種。7～9月。

アマミシカクワガタ：奄美大島，徳之島の 抄

′、、ウ／γ／／′ザ／・ー／､-／~,当J，！'u,'ー鰐Jゞ〆（いろいろな産地のものが混ざりあって，純粋な系統が消失するから）

み｡6～9月。

214リュウキュウコクワガタ（クワガタムシ科）

ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
い
い
ｌ
い
い
自
旦
１
１
１
１
叩

時期6～9月。秋に羽化した成虫は朽木

の中で越冬する。また，幼虫で越冬している

ものも多い。

場所朽木のある山地樹林にすむが，人里

の近くにもいる。ただし，県内では奄美大島

と徳之島だけにしかいない。

解説シイの樹液を好み，夜は燈火にも飛

来する。

似た虫コクワガタ：県本土から種子島，

ガタ

屋久島，トカラ中之島，甑島に分布。大あこ

の形で区別できる。ただし，変異もある。

コクワガタ
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215ヒラタクワガタ（クワガタムシ科

時期5～10月。成虫で越冬するもの

もいる。

場所山地のほか，人里付近にも多

↓

解説朽木や樹皮にもぐるので，体が
ひらた

平<，短足で，目が‘‘奥目，，（幹の表面

で生活するノコギリクワガタとくらべて

みよう）になっている。樹液にくる。

似た虫スジブトヒラタクワガタ：羽 ちがうか？

死んだ虫は標本にして調べ

てみよう。に縦すじがあり，光沢がない｡奄美大島鐡篤
と徳之島にいる 。～､～､～､へ

216アオドウガネ（コガネムシ科）

時期夏（6～8月？）“あおい勘

場所森林，樹木の多い人里。 （ぶうふ
解説いろいろな草木の葉を食べる。1人にう

その種類を調べてみよう。夜間よく燈火

に飛来する。

九州～中之島（トカラ）産：アオドウガネ（原名亜

宝島（トカラ）～徳之島産：アマミアオドウガネ

沖永良部島・与論島産：オキナワアオドウガネ
あしゅ

同じ種だが産地によって形・色が少しちがう（亜種

似た虫オオシマドウガネ：奄美大島以南，少ない

がね

の両側に縦条あり。羽のへりが黄色っぽい。ややず

り。

(コガネムシ科）217オキナワシロスジコガネ（コフ

時 期5～7月

場所松林にすむ。

解説燈火にもよく飛来する。

トカラでは宝島（今のところ分布北限）し

か記録がなく，奄美では喜界島が未記録？

似た虫シロスジコガネ：種子島・屋久島

ではとれないのだろうか？県本土には普

通。ひとまわり大きくて（24～32mm),白い

すじが太くはっきりしている。オキナワシロ

スジコガネといっしょに住んでいるところは

ない。

-91-

催

白いすじがなかったら

コフキコガネのなかま

すごく大きいのが

いる.ノ

＄



リュウキュウツヤハナムグリ（コガネムシ科）218

時期

場所

解 説

眉に!)､し赤味

哩塗る
5～8月

樹液や熟果，腐果に集まる。

つや光りしているのは共通だが，形・色・斑紋に変
。
た
て
つ

異が

似た

くざ

区別

かし

－

多い

虫も

んい

はむ

い○

■■■■■■■■■■■

○
○ 緑色､/鍋色,で､無紋が．瞥通.1

促胤､中墹産'す白多狂(きざら)あり．

変異は島ごとに大体一定している。

たくさん並べて虫の世界の多様さを

知ってほしいです。－

｢原色日本甲虫図鑑」（Ⅱ）〈1985,保育者〉より改変。？：いるはずの島

219タマムシ（タマムシ科）

〈別名：ヤマトタマムシ〉

時期7～8月

場所クワノハエノキの周辺に多い。

人里でも見かける。サクラにもつく。

解説成虫は何も食べず，飼育はむつ力

美大島以南は亜種（オオシマルリタマム

る。トカラにはいない？

似た虫ウバタマムシ（No220）？

220ウバタマムシ（タマムシ科）

時期6～8月に多いが，成虫で越冬

したものが春にも見られる。

場所松林。新しく伐採されたマツ，

枯死したマツの幹をさがす。

解説幼虫は枯れたマツの材を食べ，

2～3年後，樹皮下で蝿化する。奄美諸

島産は美しい緑色をおびるアオウバタマ

ムシ（亜種）になる。宝島産も別亜種。

似た虫サツマウバタマムシ：やはり

）（丑

冒揃

鳳扇
赤銅のすじが‘,ｼL

外側に嵐っZ群､月

介
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
胸
心
４
本
○
蛍
良
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
↓

》

職

松類につく。これも島ごとの変異（亜

種）が多い。

宇

鯵鍔
合
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’
二紋型四紋型まだら型紅型

L－－－－－r－－－ノ
黒地に赤紋赤地に黒紋

221クリサキテントウ（テントウムシ科）

時期1年中見られる。年数回発生し，冬は・

樹皮や石のすき間などに集まって越す。

場所畑や荒れ地で，餌になるアブラムシ類

の多いところ。

解説成虫も幼虫もアブラムシ

成虫の斑紋には変異がある。これ

いるときれていたテントウムシ

ウ）は，研究の結果，県本土だけ

産は別種クリサキテントウとなっ

クリサキテントウは県本土にもい

似た虫ナミテントウ：離島に

零
いない。きわめてよく似ており，

虫による区別は困難。
、

ゴマダラカミキリ（カミキリムシ科

蕊6～8月

人里から低山地。

ミカンヤンゲンアカメガ

222

時期

場所

解説

6～8月

人里から低山地。

ミカン，センダン，アカ

＝

、

、

シワなどの木に飛来し， 幹をかじ

産卵する。幼虫は幹の中を

鉄砲虫"・ミカンの害虫で

本県産カミキリムシ類30O

よろしく。

虫オオシマゴマダラカミ

皮下に

進む“

るが，

代表。

似た

α
〃
咳

.1,1“瞳醐：、

(円満形で,瓢白色）

奄美大島・徳之島にはこれも混じる。

223アマミヒゲコメツキ

時期夏だけ？

場所山地，樹林。

解説夜，電燈にも飛

(コメツキムシ科）

用
小
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
仙
一
４
い
旬
営
虫
１
１
１
’
し

雁可〃

〃
来する。気をつけている

と樹葉上などで割に見つ

かる。

似た虫これほど長く
こめ

てはでな触角をもつ“米
つ

搗き虫”は他にいない。

蝋
合

ヒゲコメツキ
アマミヒゲコメツキ

奄美半島，徳之島に分布

（ほかの島は？） 県本土，屋久島に分布
（種子島も？）

ヒゲコメツキ

－93－



224クロウリハムシ（ハムシ科）

時期1年中見られる。

場所人里から低山地，畑。

解説カラスウリなどのウリ類につく※・

卵は土中に産み，幼虫は土中でウリ類などの

根を食べている。

似た虫ヒメクロウリハムシ：屋久島以南に

本土熊毛産は
羽が｜黒色

ノ
ノ
ク
〃
小
Ｉ
Ｉ
ｌ
守
山
‐
、
〕
９
《
掴
１
１
ツ

ノ
、

、

､

、
、

〃

黄ずつ色直美産'ま
緑青色

触角，足は黒色

ノ

ノ、、
、

、

ﾄー耐っ色，
－コ

いるが，触角や足が赤かっ色◎ウリ類につく。

ルリバネウリハムシ：大型（7.5～9.0mm)で， 鋤
叉
哉
Ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
↓

足はふとももが黄かっ色で他は黒色。奄美諸島。

※エノキ，イタドリなどにもつくことが報告されている。

225オオゾウムシ（オサゾウムシ科）

うり

ラリハムシ(瓜につ
はむし

〈葉虫

|類の害リ

時期1年中。成虫でl～2年も生きるもの

場所クワガタムシなどといっしょにカシ類

に来ている。

解説幼虫はマツやカシ類などの枯

れ木に潜入する。体は灰かっ色でおお

われているが,1～2年生きたものは

黒光りしている。

似た虫本県にはこんなに大きな

“象鼻虫”はいない。沖縄県にはヤシ

オオオサゾウムシというジャンボ（体

｜
|’

長22～35mm)がいる‘

226キイロスジボタル（ホタル科）

時期6～7月

場所川くりや森林の周辺を

飛んでいる。トカラの口之島や

中之島，奄毒鰻に分布。幼虫
は不明（陸生?1.体は小さい

l

がよく光る．／
似た虫ただし，沖永良部島には

胸だけ黄色で他は黒いオキナワスジ

ボタルを産する

県本土にいるゲンジボタルは種子島

で，ヘイケボタルは種子島で見つかつ
ケンジボタノI

－94－



燕コガタスズメバチ（スズメバチ科）

1年中いるが，7～9月が多い。

人里から山地にわたる。樹液や

る。

22フ

時

場

花に

解

が4

に数

ハ チ

枝，

似

長く

228

時

は数

場

解

い畑

巣は

捨て

似

の紋

かっ色
’て

黒'､しオ

、 、 、 一

朽木などで越冬した1匹の女王

5月から巣造りを始め，夏から秋

増える。幼虫の餌はアブ・ハエ・

どいろいろな昆虫。巣は低木の

家の軒先などにつくる。

虫ヒメスズメバチ：腹が細

～

ｳ§

な

た

先が黒い。 ズズMﾁiま顔で'わが3

キアシナガバチ（スズメバチ

蕊
瀞
抄

《醗呈期早（女王）が越冬し，夏

が増える。

所山地～人里。

説餌になるアオムシ類の多

や林などの近くに巣を造る。

植物繊維で造り，1年で使い

る。

た虫ゼグロアシナガバチ：腹

２
ｋ
句
２
曲
一

ヤマトアシナが

には変異があるので，図のよう セグロアシナガバチ
ノ、

に背が黒い点にも注意。触角の2～3節上面が…→(黄かっ色)…(黒～黒かっ色)一参

｜｜

（前伸腹節）

229オキナワチビアシナガバチ

〈別名上メアシナガバチ〉

(スズメバチ科）

時期1年中いるか？

場所人里やサトウキビ畑

のまわり。

解説図は大きいが，実物

は1センチたらずのミニサイ

ズ。熱帯系のハチで，今のと

ころ奄美大島，喜界島が北

限。トカラにはいないか？

似た虫いないはず。

罰
′
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230キイロハラナガツチバチ（ツチバチ科）

時期6～12月

場所市街地の植え込みのまわり，公園など

から山地の草地，耕作地の周辺など。

解説“黄色腹長士蜂"・旱は地面すれすれ

に飛びまわり，コガネムシ類の幼虫を感知する

と地中にもぐってひと刺し，まひした幼虫に産

卵するらしい。（まだ，不明点多し)。記は花に

よく来ている。奄美諸島産はアカアシハラナガ

ツチバチ（亜種）になる。

似た虫ヒメハラナガツチバチ：ひとまわり

〈 …

醗

小さくて，足は黒，腹は白と黒のまだら。

（ほかにも似た種がいるので要注意）→足が赤

かっ色なのはほかにいない。

231アマミクマバチ（コシブトハナバチ科）

時期3～10月

場所人里から山地まで，草や木のまわり，

ひらけた丘の頂上など。

解説生態・生活史は不明。クマバチ（近縁

種）から推定すれば，枯れ木にトンネルを掘っ

て巣をつくるのか？花に来ているもののほ

か，空中で追飛をしている砂が目につく。

似た虫県本土，三島村，種子島，屋久島にはク

不
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｎ
い
曾
等
《
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
〉
7

アマミクマバチ一 一
〆

く 。／
／

屋久島にはクマバチ，

口永良部島，十島村（トカラ)，奄美大島，徳之島，喜界島

（？）にはアマミクマバチ，沖永良部島，与論島（？），沖

縄本島にはオキナワクマバチ。

232ニホンミツバチ（ミツバチボ

時期3～10月

場所樹林近くの野生種の花が

多いところ。あでやかな栽培種の

花は蜜が少ないのか，あまり好ま

れない。

解説日本の在来種で昔は飼育

きれてきた。大木の割れ目などに

巣をつくる。

似た虫セイヨウミツバチ：西

ニホンミツバチ

後羽z'，ち力'‘･いが‘わかる
セイヨウミツバチ

ニホンミツバチ（ヨウシュミ

洋の名のとおり移入種。飼育され

る。温かい冬でも活動する。
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233シマハ

時期3～11

場所花の咲

どこにでもいる

花に多い。冬で

解説幼虫は

成虫はハチに似

似た虫ハナ

にいるが大型（

234アオメ

時期 6 ～ 9

の甲､で､隼Y活

場所平地～山地の林縁，

人里にも多い。

解説見晴らしのよい葉上

などにとまり，近くを飛ぶ昆

虫をつかまえて体液を吸う。

手づかみは危ない。

似た虫シオヤアブ：体は

黒く，3は腹端に白毛がある。

235コウカアブ（ミズアブ科）

時期春～夏，秋（？）

場所人里の便所，畜舎，

ちりだめの周辺。
こうか

解説後架すなわち便所で

発生するアブ。水洗便所では

だめだが，便池のあるやつな

らおなじみのはず。

似 た虫アメリカミズア

ブ：昭和25年頃アメリカから

日本に入る。奄美大島にもい

るが，本県で未侵入のところ

があるか？

、

I

〃

シオヤアブ(塩屋虻）

篭

－

アンテナ13嘘Ⅷ

瀞シ
、

アメリカミズアブ
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索 引

選ばれた昆虫90種以外に，この解説書で取ﾚﾉあげた昆虫(144種)<下線は県本土の90種に選ば

れたもの〉

キイロスズメバチ

キハラモンシロモドキ

ク

クツワムシ

クマバチ

クリサキテントウ

クルマバッタ

クロイワニイニイ

クロコノマチョウ

ア

アオタテハモ･ドキ

アカハネオンブバッタ

アマミシカクワガタ

アマミシバスズ

アマミハンミョウ

アマミヒゲコメツキ

アマミミヤマクワガタ

アメイロトンボ

アメリカミズアブ

イ

イシガキシロテンハナムグリ

イソカネタタキ

ウ

ウスキシロチョウ

ウスコモンマダラ

ウスバカマキリ

ウチワヤンマ

ウラギンスジヒョウモン

ウラギンヒョウモン

エ

エダナナフシ

エンマコオロギ

オ

オオウラギンヒョウモン

オオカマキリ

オオキンカメムシ

オオギンヤンマ

オオゴキブリ

オオシマアオハナムグリ

オオシマゴマダラカミキリ

オオシマゼミ

オオシマドウガネ

オオスズメバチ

オキナワクマバチ

オキナワスジポタル

オキナワルリチラシ

カ

カネタタキ

カマキリ

キ

キョウトアオハナムグリ

キアゲハ

キイトトンボ

95

89

タ

タイワンアサギマダラ

タイワンシオカラトンボ

タイワンツチイナゴ

タイワントビナナフシ

タイワンハネナガイナゴ

タイワンホソヘリカメムシ

タマムシ

チ

チャバネゴキブリ

チャバネセセリ

ツ

ツクツクボウシ

86

73

90

73

89

93

90

70

97

83

69

74

72

75

75

92

72

96

93

74

77

87

71

69

88

73

クロゴキブリ

クロスジギンヤンマ

クロツバメ

クロツヤコオロギ

ケ

ゲンジボタル

コ

コエビガラスズメ

コカマキリ

コガタガムシ

コクワガタ

71

78

92

73 77

81

ウ
イ
ウ

ヨ
々
／

ブ
キ
ト

チ
ケ
ッ
シ
イ
ド
ン
ウ

キ
バ
フ
ブ
ネ
モ
テ
ト

ロ
ト
シ
ナ
ネ
ナ
カ
シ
シ
ン

グ
ヒ
ナ
ガ
ア
フ
ホ
テ

マ
ゲ
ビ
ウ
シ
ナ
ナ
ミ

ッ
ト
ト
ド
ナ
ナ
ナ
ナ

81

83

71

68

84

84

94

73

72

91

87

71

90

90

71

76

89

72

85

83

71

70

72

93

93

コシブトトンボ

コセアカアメンボ

コハンミョウ

コブナナフシ

コ ミス ジ

コモンマダラ

コワモンゴキブリ

サ

サツマウバタマムシ

サツマニシキ

シ

シオヤアブ

72

72

ノ

ノコギリクワガタ84

71

76

69

71

92

93

77

91

95

96

94

88

90

ハ

ハナアブ

ハネナガヒシバッタ

ハネビロトンボ

ヒ

ヒナカマキリ

ヒメアカタテハ

ヒメアカネ

ヒメアメンボ

ヒメイチモンジセセリ

ヒメイトトンボ

ヒメウラナミジャノメ

97

73

7092

88

71

85

70

76

78

68

86

71

90

94

86

95

96

94

97

74

76

82

91

88

92

ショウリョウバッタモドキ

シマアメンボ

シルビアシジミ

シロスジコガネ

シロスジトモエ

シロテンハナムグリ

ス

スジグロシロチョウ

スジブトヒラタクワガタ

セ

セイヨウミツバチ

セグロアシナガバチ

ヒメカマキリ

ヒメガムシ

ヒメクロウリハムシ

ヒメジャノメ

ヒメスズメバチ

ヒメハラナガツチバチ

ヒメボタル

73

71 81

91

92

79

68

96

95
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ご
ヘ

ミカドアゲハ

ミナミコモンマダラ

ミヤマカラスアゲハ

ム

ムラサキツバメ

ムラサキツヤハナムグリ

メ

メスアカムラサキ

メスグロヒョウモン

ヤ

ヤシオオオサゾウムシ

ヤスマツトビナナフシ

ヤマトアシナガバチ

ヤマトヒバリ

８
８
７
２
３
９
３
９
３
４
１

７
８
８
９
７
６
７
８
８
９
７

ギロ

リ
ギ
オ
シ

バ
グ
ロ
コ
マ

シ
ム
オ
マ
セ
ス

カ
ナ
コ
ン
サ
ズ

ス
ハ
メ
ヤ
レ
ミ
ミ
シ

オ
オ
カ
ン
ヅ
メ
ジ
ム

リ
オ
オ
オ
ギ
ッ
ヒ
シ
ハ
リ

セ
ン
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ミ
リ
ブ

セ
サ
ュ
１
１
１
１
ユ
ナ
ウ
キ

ユ
イ
ヨ
ニ
リ
キ
キ
キ
キ
キ
キ
ル
ラ
ネ
ワ
ゴ

レ
グ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
バ
ン

ウ
ナ
ュ
１
１
１
１
ユ
リ
リ
モ

ユ
ョ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ル
ル
ワ

ヒラタヒシバッタ

ヒロバネカンタン

フ

フタモンアシナガバチ

73

73 78

83

8095

ヘ

ヘイケボタル 82

92

94

70

68

80

ベニトンポ

ベニイトトンボ

ベニモンアゲハ

ホ

ホシボシキチョウ

ホソミシオカラトンボ

マ

マダラスズ

マユタテアカネ

84

84

81

69 94

72

95

73

73

70

75マルシラホシカメムシ
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